
地盤品質判定士，地盤品質判定士補 

ならびに地盤品質判定士協議会関係者の皆様へ 

 

【地盤品質判定士通信No.205】 

 

【神奈川支部授賞式，JGS（福岡大会）DS 論文募集*再掲，スキルアップ研修会（関西支部）＊再掲，安全

安心講演会＊再掲，日本地震工学 SP】 

 

ようやく本格的な春の季節を迎えております。侍ジャパンの活躍にはたくさんの元気をもらえますね。今

週から始まるソメイヨシノの開花も，明るいニュースとして日々賑わせております。まだしばらく年度末の

喧騒は続くとは思いますが，皆様それぞれにお楽しみくださいませ。一方，東日本大震災の発生から 12 年

を迎えております。この大災害の教訓を忘れることなく，日々の防災・減災対策に繋げて参りましょう。 

 

１． 土木学会「インフラメンテナンス チャレンジ賞」授賞状況 神奈川支部 

 

2023 年 2 月 27 日（月）に，土木学会の「インフラメンテナンス チャレンジ賞」の授賞式が土木学会講堂

で開催され、神奈川支部の立花支部長が出席いたしました。 

《授賞件名》 

・インフラメンテナンス チャレンジ賞 

・授賞対象 

 「宅地地盤相談制度の確立および地盤災害に向き合う共創の場の構築と実践」 

詳細は下記を参照ください。 

https://hanteishi.org/post-6621/ 

 

２．JGS 第 58回地盤工学研究発表会（福岡）におけるDS論文募集 ＊再掲 

 

7 月 11 日（火）から 14 日（金）の日程で第 58 回地盤工学研究発表会が福岡市で開催されます。この研

究発表会において、地盤品質判定士会の DS(ディスカッションセッション)が採択となりました。 

セッション名：【DS-2】住宅地盤の安全性を向上させるために解決すべき諸問題 

座長：利藤 房男（応用地質株式会社） 

今回は幅広い技術者の方々から意見を求めるために，判定士の活動だけに限らない住宅地盤に関連した

様々な問題を取り扱うよう企画されております。 

論文投稿期間は、2023 年 2 月 20 日（月）13 時～4 月 3 日（月）17 時までとなっておりますので、みな

さん奮ってお申し込みください。 

詳細は下記を参照ください。 

https://hanteishi.org/post-6573/ 

https://www.jiban.or.jp/?page_id=1094 

 

３．令和 4年度 スキルアップ研修会 -住宅地盤の沈下と対策編- 開催のお知らせ *再掲 

 

主催：一般社団法人地盤品質判定士会 関西支部 

後援：公益社団法人地盤工学会 関西支部 

一般社団法人地盤品質判定士会関西支部（以下「判定士会関西支部」という）では、安心して暮らせる宅

地であるかを見極める知識の習得を目的としたスキルアップ研修と名付けた講習会を企画し実施しており

ます。スキルアップ研修会は、法規制並びに宅地の変状等の実状態とその原因などに関する解説および調査、

https://hanteishi.org/post-6621/
https://hanteishi.org/post-6573/
https://www.jiban.or.jp/?page_id=1094


対策技術について解説するものであります。 

昨年度のスキルアップ研修会では、市民の皆様から最も相談が多かった「擁壁」をテーマに取り上げ、建

築基準法、都市計画法、宅地造成等規制法等における擁壁に関わる法規制とそれに適合しない擁壁に関する

基礎的な解説、及び既存擁壁に関わる調査、対策、ならびに石積み擁壁、ブロック積み擁壁、RC 擁壁に関

わる相談事例や裁判例、主として新設 RC擁壁のトラブル事例の紹介を行いました。 

今年度は、市民からの相談で「擁壁」に次いで多い「住宅地盤の沈下と対策」をテーマとしました。住宅

地盤は、山間部を切盛り造成したものや田んぼや沼地あるいは池を埋立てして宅地としたもの等立地条件は

様々で、沈下の原因も立地条件により異なります。本研修会では、住宅地盤で発生する沈下の種類と原因、

及び地盤沈下に伴い変状した家屋等の修復に向けた家屋の調査方法と対策工法について事例を挙げて、わか

りやすく説明を行います。特に様々な住宅地盤の沈下現象の中から「造成地盤で生じる水浸沈下」に着目し、

その発生メカニズムや発生予測に向けた室内試験及び現地試験方法と水浸沈下対策についても、事例紹介い

たします。 

この水浸沈下問題は，1970 年代には着目され研究されていたものの、現在もこの分野に関する指針となる

テキストがない状況もあり、相談員はもとより地盤技術者，さらには沈下被害を受けられている一般の方に

とっても有益な内容です。是非ご参加ください。なお、相談員の方には、市民からの相談があった場合の斡

旋の際に、研修会の受講履歴も勘案することになってまいりますので、ふるって受講をお願い致します。 

 

【開催日時】令和 5 年（2023 年) 3 月 18日（土） 13:00～17:00 

【開催揚所】 WEB 開催（職場，自宅等） Zoom ウェビナー利用 

【受講資格】特に制限はありません。 

※地盤品質判定士の方で相談員として活動を希望される方は，受講をお願いします。 

【プログラム】 

時間，内容，講師 

13:00-13:10 開会挨拶 大島昭彦支部長 

13:10-14:10 住宅地盤の沈下に関わる調査と沈下量予測 八谷誠判定士 

14:20-15:20 宅地造成地の水浸沈下被害とそのメカニズム 望月秋利徳島大学名誉教授 

15:30-16:30 建物変状事例と対策工法 上本秀之判定士 

16:30-17:00 研修会全般に関する質疑応答 

【参加費】 

 ４，０００円 

 ※令和 5 年（2023 年）3 月 16（木）までに納付して下さい。なお，振込手数料は参加者のご負担でお願

い致します。 

【振込先】 

みずほ銀行駒込支店  普通口座 3024190 

一般社団法人地盤品質判定士会（イッパンシャダンホウジンジバンヒンシツハンテイシカイ） 

振込み者欄には，お名前の先頭に“0318”を追加してください（例：0318 ｿｳﾀﾞﾝﾀﾛｳ）。 

【申込方法および申込先】 

一般社団法人 地盤品質判定士会ホームページの 

講習会情報 https://shop.hanteishi.org/workshop/よりお申込みください。 

【申込期限】令和５年（202３年）３月 16 日（木）17：00 厳守 

【CPD】 G-CPD ポイントは 3.5 を予定 

詳細は下記を参照ください。 

https://hanteishi.org/post-6446/ 
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４．住宅地盤の安全安心講演会 2022 （Zoomによるオンライン講演会） ＊再掲 

 

主催：一般社団法人 地盤品質判定士会   共催：公益社団法人 地盤工学会 

後援：公益社団法人土木学会，一般社団法人日本建築学会，一般社団法人 全国地質調査業協会連合会，一
般社団法人建設コンサルタンツ協会，公益社団法人日本不動産鑑定士協会連合会一般社団法人 全国土
木施工管理技士会連合会，一般社団法人地盤保証検査協会，NPO 住宅地盤品質協会，一般社団法人 
全国住宅技術品質協会 

 

液状化現象は、地震の際に地下水位の高い砂地盤が液体状になる現象であり、時には、地面から砂を含

んだ水が一斉に噴き上がり、その跡にはクレーターのような大小の穴があくような大きな変状を発生させ

ます。1964 年の新潟地震では、県営アパートが倒壊等多くの住宅が被害にあい、これ以降、液状化現象と

いう呼称が広く認知されることとなりました。 

液状化現象は、地震が発生すれば規模は違えども数多く発生しており、発災時には我々の生活が大きく

損なわれる状況にあります。また災害復旧もかなり大がかりなものとなります。 

液状化対策については、地盤構成、地下水位、地域環境、発生規模などに応じて対策工を適用する事例

が増えつつありますが、既存の住宅地盤に対して対策工を講ずることはかなりハードルが高いようです。 

そこで、一般社団法人地盤品質判定士会では，液状化に関わる最近の話題・知見を集めた講演会『住宅地

盤の安全安心講演会 2022』を企画いたしました。講習会では、発生すると住生活にとって甚大な支障を及

ぼす液状化現象の概要、既存住宅地盤に対して行った対策事例、最近増えつつある宅地単位を対象とした

対策事例を紹介いたします。 

安全で安心な生活を得るために、住宅地盤の周辺地形地質環境を含めた地盤の安定性と地盤リスクを適

切に評価することの重要性が再認識されています。住宅地盤の状況を限られた情報の中で的確に把握・評

価するためには，携わる技術者が地盤工学に関する高度な専門知識と技術者倫理を有するだけでなく，常

に新しい知見を得る必要があります。本講演会が皆様のお役に立つと幸いです。  

なお， 本講演会は Zoomウェビナーによるオンラインでの講演配信で行います。 勤務先もしくは自宅

からの視聴となります。 奮って御参加下さい。 

 

G-CPDポイント ：6 

日時：令和 5年 3 月 23日 （木） 

会費：会員 9,000 円・非会員 13,000 円（消費税を含む）※共催，後援団体の会員は会員価格 

配布資料：本講演会のために講師の方が作成する説明資料を PDFで提供します。 

定員：200 名 

時間，主な内容，講師： 

・9:30～11:30 (120min)  液状化のメカニズムや液状化予測方法 

大島 昭彦 【地盤品質判定士／大阪公立大学教授】 

・11:30～12:30 昼休憩 

・12:30～14:30 (120min) 既存住宅地盤の液状化対策の考え方と対策事例ついて 

諏訪 靖二 地盤品質判定士／諏訪技術士事務所】 

・14:40～16:40 (120min) 戸建て住宅地盤の液状化対策について 

松下 克也 【地盤品質判定士／M地盤技術者事務所】 

【申込方法および申込先】 

一般社団法人 地盤品質判定士会ホームページの講習会情報 https://shop.hanteishi.org/workshop/ 

よりお申込みください。 

※問い合わせ先：地盤品質判定士会講習会係 

E-mail：kosyukai2★hanteishi.org  注：★を@に置換して下さい。 

申込み締め切り日： 令和 5年 3 月 15 日(水) ※開催日の 1 週間前 



参加費納付方法： 講演会参加申込メールを送信後、判定士会が指定する下記口座に参加費を振込手数料

参加者ご負担で令和 5年 3 月 15 日(水)までに振込んでください。 

※参加料受付は、銀行振込のみとしています。また、振込み者欄には、区分コード（0323）とご氏名を記

載願います（例：0323 地盤太郎）。 

領収証は銀行振込の記録をもって替えさせていただきます。 

なお、参加費納付後の返金はできませんのでご容赦下さい。 

銀行名，支店名，口座：みずほ銀行 駒込支店 

 普通口座 3024190 一般社団法人 地盤品質判定士会 

詳細は下記を参照ください。 

https://hanteishi.org/post-6463/ 

 

５．第 16回日本地震工学シンポジウム（16JEES）の論文募集 

 

4 年に一度の日本地震工学シンポジウム（Japan Earthquake Engineering Symposium）である「第 16 回日本地

震工学シンポジウム（16JEES）」が 2023 年 11 月 23 日～25 日にかけて横浜市（パシフィコ横浜ノース）を会場

として、開催されます。 

安田先生が中心となって、「多発する地震時の盛土被害にどう対処したらよいのか？」のセオーガナイズセッショ

ンがあります。判定士会の日ごろの盛土に関する活動を、是非論文にして発表してください。 

所属が、日本建築学会、土木学会、地盤工学会、日本地震学会、日本機械学会、地域安全学会、日本活断層学会、

日本災害情報学会、日本災害復興学会、日本自然災害学会、日本都市計画学会に所属していれば、何方でも発表す

ることができます。 

OS について概要が公表されています。 

https://confit.atlas.jp/guide/event/jees2023/static/Paper_recruitment 

・アブストラクト投稿開始： 2023 年 3 月 13 日 

・アブストラクト投稿締切： 2023 年 5 月 8 日 

・論文投稿開始：      2023 年 7 月上旬 

・論文投稿締切：      2023 年 8 月 15 日 

第 16 回日本地震工学シンポジウムでは、地震工学・地震防災に関する論文を募集します。現在進行中の研究や

様々な調査・実験・事例報告なども幅広く受付けます。若手研究者を対象とした表彰なども検討しておりますの

で、学生の皆さまもふるってご応募ください。なおプログラム編成等を円滑に進めるため、事前にアブストラク

トを投稿するものとします。応募部門として、一般セッションのほか、オーガナイズド・セッションでも発表論文

を公募しますので、投稿のご検討をお願いいたします。 

今回のシンポジウムでは論文査読は行ないませんが、本シンポジウムで発表した論文は、それをもとに日本地

震工学会論文集の 16JEES 特集号における査読付き論文として投稿することができます（投稿料別）。 

詳細は、後日掲載いたします。 

 

OS3セッション名：多発する地震時の盛土被害にどう対処したらよいのか？ 

（How should we deal with the frequent damage to embankments during earthquakes?） 

 オーガナイザー：安田進（東京電機大学）、橋本隆雄（国士舘大学）、大矢陽介（港湾空港技術研究所） 

 ◆概要： 

近年、道路盛土・鉄道盛土・造成宅地・河川堤防・ため池・鉱さい集積場等の盛土の地震被害が多発して

いる。また、一昨年には熱海の渓流に盛ってあった残土が豪雨で崩壊し土石流災害を発生させた。このよう

に地震や豪雨による盛土の被害が多発している理由としては、最近まで耐震設計を行ってこなかったことや、

施工後の盛土材や擁壁・排水管の経年劣化により弱くなってきていることが挙げられる。これに対し、最近

では耐震設計や耐震点検を行って、対策を施すことが行われるようになってきた。ただし、盛土の地震時の

挙動は複雑で、被災のメカニズムや影響を与える要因等の解明も研究途上にある。そこで、本セッションで

https://hanteishi.org/post-6463/
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は、地震時における盛土の挙動の解明から、調査・設計・点検・対策方法まで、広い範囲に関して討論を行

うことを目的とする。なお、熱海で発生した土石流被害を契機に公布された盛土規制法に関して、招待講演

を行ってもらう予定である。 

 セッション構成：招待講演＋一般公募 

 

2023年 3 月 13 日（月） 
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